
資料１-３-１ 

 

山岳トイレ技術分野の 

進捗状況及び今後の予定について 

 

1． 平成16年度の進捗状況 

 

（1） ワーキンググループ（ＷＧ）開催状況等 

１６年  ７月２８日   平成１６年度第１回ＷＧ開催(東京) 

     ８月３１日   平成１６年度第２回ＷＧ開催(静岡県御殿場市) 

        ９月２９日   平成１６年度第３回ＷＧ開催(長野県上高地) 

      １０月２１日   平成１６年度第４回ＷＧ開催(栃木県日光市) 

１７年  ２月  ３日      平成１６年度第５回ＷＧ開催(東京) 

            ・実証試験結果報告(富山県、山のECHO) 

                        ・手数料項目の検討 

    ２月２５日   平成１６年度第６回ＷＧ開催(東京) 

            ・実証試験結果報告(神奈川県)  

・実証試験中間報告(長野県、静岡県、富山県) 

             ・今後の方針についての検討 

       

（ＷＧ検討員名簿は資料１-３-２参照） 

 

（2） 実証機関における実証試験の進捗状況等 

① 長野県   

○ 実証対象技術：生物(好気性)・土壌処理方式 

       冬季閉山のため実証試験中断中。開山後再開予定。 

② 静岡県   

○ 実証対象技術：生物処理方式(かき殻を利用した浄化循環式トイレ) 

      冬季閉山のため実証試験中断中。開山後再開予定。 

③ 神奈川県 

○ 実証対象技術：土壌処理方式 

          実証試験完了。実証試験結果報告書作成中。  

④ NPO法人 山のＥＣＨＯ 

○ 実証対象技術：物理化学処理方式 

実証試験完了。実証試験結果報告書作成中。 

⑤ 富山県 

○ 実証対象技術:土壌処理方式 

実証試験完了。実証試験結果報告書作成中。 

○ 実証対象技術:コンポスト処理方式 

冬季閉山のため実証試験中断中。開山後再開予定。    



2. 今後の予定 

 ・実証試験結果報告書の承認、公表。 

・概要版パンフレットの作成、公表。 

・実証試験の効率化に向けた小委員会を立ち上げ、検討を行う予定。 

 

3. その他  

  神奈川県の実証試験結果について、装置の配管設備に漏水があり、処理水の水質が

試験期間中安定せず、装置の性能を実証するに至っていない状況であった。山岳トイ

レし尿処理技術ＷＧとしては、あと数か月間、実証試験継続の必要性があるとの判断

に至った。 

  これにより、山岳トイレ技術分野としては、当初から継続を予定している長野県、

静岡県及び富山県に加え、神奈川県についても継続を希望するものである。 

 

※ 申請者側の不備であるため、本来、申請者負担により実証試験を行うところであ

る。しかしながら、平成１６年度の公募の際には、手数料を徴収することについて

申請者の了承を得ているわけではないため、今回限りの特例措置として、国負担体

制での継続を認めるもの。 
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